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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】歯間に挟まった食べ物カスなどを効果的に除去
し、歯牙に付着した歯垢や歯石を容易に取り除き、また
、携帯が簡便で容易に歯牙と歯茎の健康を増進させるこ
とができる楊枝を提供する。
【解決手段】胴体１０と、胴体１０の一端に位置し、終
端に行くほど尖った形状からなり、歯間に少なくとも一
部が挿入される折曲部２０と、胴体１０の他端に位置し
、フラット状で形成されて、歯間に少なくとも一部が挿
入され、歯牙の歯垢及び歯石の少なくとも１つをとり除
くための複数の突起が表面に形成された凹凸部３０とを
含む。折曲部２０は、曲がった形状からなり、曲がった
形状を用いて口腔内側の歯間に挟まった食べ物カスを除
去することができる。
【選択図】図２ａ
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　胴体と、
　前記胴体の一端に位置し、終端に行くほど尖った形状からなり、歯間に少なくとも一部
が挿入される折曲部と、
　前記胴体の他端に位置し、フラット状で形成されて、前記歯間に少なくとも一部が挿入
され、歯牙の歯垢及び歯石の少なくとも１つをとり除くための複数の突起が表面に形成さ
れた凹凸部とを含み、
　前記折曲部は、曲がった形状からなり、前記曲がった形状を用いて、口腔内側の前記歯
間に挟まった食べ物カスを除去することができることを特徴とする楊枝。
【請求項２】
　前記折曲部及び前記凹凸部の少なくとも１つは、弾力性のある材質で形成され、曲げら
れることを特徴とする請求項１に記載の楊枝。
【請求項３】
　更に、前記胴体及び前記凹凸部との間に位置し、前記胴体及び前記凹凸部の少なくとも
１つと締結又は分離可能な締結部を含むことを特徴とする請求項１に記載の楊枝。
【請求項４】
　更に、前記胴体及び前記締結部の少なくとも１つの表面に形成され、把持を容易にする
複数の突出部を含むことを特徴とする請求項３に記載の楊枝。
【請求項５】
　終端にＵ字形のデンタルフロス溝を有するブランチが形成され、前記ブランチには、前
記デンタルフロス溝を横切るデンタルフロスが固定したデンタルフロス部を更に含み、
　前記胴体又は前記凹凸部が分離される場合、前記デンタルフロス部は、前記締結部に締
結されることを特徴とする請求項３に記載の楊枝。
【請求項６】
　前記デンタルフロスは、ペパーミント香を含有した皮膜を含むことを特徴とする請求項
５に記載の楊枝。
【請求項７】
　更に、前記折曲部の端部に形成され、前記食べ物カスの除去を行う複数のブラシを含む
ことを特徴とする請求項１に記載の楊枝。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、歯間に挟まった食べ物カスなどを効果的に除去し、歯牙に付着した歯垢や歯
石を容易に取り除き、また、携帯が簡便で容易に歯牙と歯茎の健康を増進させることがで
きる楊枝に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、楊枝は、歯間に挟まった食べ物カスなどを除去するために用いられるものであ
って、通常、プラスチックや木で作られるが、近年には、環境汚染を考慮して、分解が可
能な澱粉で作られた楊枝も広く用いられている。
【０００３】
　近年、生活水準の向上と共に、外食文化が発達することに伴い、より簡便に歯牙の衛生
を管理するため、歯ブラシを用いた歯磨きの代わりに、楊枝の使用が普遍化している。
【０００４】
　また、歯牙の健康が強調されることで、楊枝は、歯牙の衛生と清潔のための食生活の必
須製品となっており、一日、数十万個が費やされている。
【０００５】
　一方、針金と毛からなっている歯間ブラシは、何回使ってみると、針金が容易に曲がる
か、折れるため、価格に比べて非経済的である。そして、デンタルフロスの場合は、使用
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が不便で煩わしく、不潔な指を口腔中に入れて使用しなければならないため、衛生におい
て清潔でないと感じられ、使用を回避する傾向がある。
【０００６】
　楊枝は、一方又は両方の端部に尖った部分を形成しており、これを歯間に位置させた状
態で、上下方向に移動させながら、歯間に挟まった食物残渣などを除去する。
【０００７】
　しかし、従来、一般に用いられる楊枝は、直線状に形成されているため、口腔内側や奥
歯の歯間にある食べ物カスの除去には、効果的でないという不都合があった。
【０００８】
　このような口腔内側や奥歯の奥まった部分に挟まった食べ物カスを完全に除去せず、長
期間放置することになると、歯石はもちろん、バクテリアの成長などで口においを誘発さ
せ、歯茎を傷つけるという副作用を引き起こす。
【０００９】
また、口腔内部や奥歯にある食べ物カスの除去のため、楊枝をむりやりに使うと、歯と歯
の間の隙間がますます大きくなり、歯茎を傷つける場合もあるという問題点もあった。
【００１０】
　楊枝の誤使用は、歯根を傷つけ、これは、出血及び歯茎疾患などにつながるという虞が
ある。
【００１１】
　さらには、従来の楊枝を使う場合、歯間の食べ物カスはある程度除去することができる
が、デンタルフロスや歯間ブラシのように、歯と歯の間に細かく差し入れることができな
いため、歯垢や歯石の除去は、難しいという問題点があった。
【００１２】
　これにより、簡便且つ効果的に口腔を清潔にする楊枝の開発が求められている実情であ
る。このような楊枝に関する技術の一例が、下記の特許文献に開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１３】
【特許文献１】大韓民国公開番号第10-2010-0116024号
【特許文献２】大韓民国公開番号第20-2011-0006662号
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【００１４】
　本考案は、前記のような従来の問題点を解決するためになされたものであって、歯間に
挟まった食べ物カスを効果的に除去し、歯牙に付着した歯垢や歯石を容易に取り除き、ま
た、携帯が簡便で容易に歯牙と歯茎の健康を増進させることができる楊枝を使用者に提供
することにその目的がある。
【００１５】
　また、本考案は、曲がった形状を用いて、口腔内側や奥歯に挟まれた食べ物カスを効果
的に除去することができ、表面に形成された突起を用いて、歯垢や歯石の取り除きにも効
率のよい楊枝を使用者に提供することにその目的がある。
【００１６】
　更に、本考案は、使用者の必要により、用途に適した歯牙管理手段を着脱することがで
き、簡便に携帯しながら、歯牙の清潔を維持する楊枝を使用者に提供することにその目的
がある。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　上述した課題を実現するための本考案の一例に関わる楊枝は、胴体と、前記胴体の一端
に位置し、終端に行くほど尖った形状からなり、歯間に少なくとも一部が挿入される折曲
部と、前記胴体の他端に位置し、フラット状で形成されて、前記歯間に少なくとも一部が
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挿入され、歯牙の歯垢及び歯石の少なくとも１つをとり除くための複数の突起が表面に形
成された凹凸部とを含み、前記折曲部は、曲がった形状からなり、前記曲がった形状を用
いて、口腔内側の前記歯間に挟まった食べ物カスを除去することができる。
【００１８】
　前記折曲部及び前記凹凸部の少なくとも１つは、弾力性のある材質で形成され、曲げら
れる。
【００１９】
　更に、前記胴体及び前記凹凸部との間に位置し、前記胴体及び前記凹凸部の少なくとも
１つと締結又は分離可能な締結部を含む。
【００２０】
　更に、前記胴体及び前記締結部の少なくとも１つの表面に形成され、把持を容易にする
複数の突出部を含む。
【００２１】
　また、終端にＵ字形のデンタルフロス溝を有するブランチが形成され、前記ブランチに
は、前記デンタルフロス溝を横切るデンタルフロスが固定したデンタルフロスブを更に含
み、前記胴体又は前記凹凸部が分離される場合、前記デンタルフロス部は、前記締結部に
締結される。
【００２２】
　前記デンタルフロスは、ペパーミント香を含有した皮膜を含む。
【００２３】
　更に、前記折曲部の端部に形成され、前記食べ物カスの除去を行う複数のブラシを含む
ことができる。
【考案の効果】
【００２４】
　本考案は、歯間に挟まれた食べ物カスを効果的に除去し、歯牙に付着した歯垢や歯石を
容易に取り除き、また、携帯が簡便で容易に歯牙と歯茎の健康を増進させることができる
楊枝を使用者に提供することができる。
【００２５】
　具体的に、本考案は、曲がった形状を用いて、口腔内側や奥歯に挟まれた食べ物カスを
効果的に除去することができ、表面に形成された突起を用いて、歯垢や歯石の除去にも効
率のよい楊枝を使用者に提供することができる。
【００２６】
　また、本考案は、使用者の必要により、用途に適した歯牙管理手段を着脱することがで
き、簡便に携帯しながら、歯牙の清潔を維持する楊枝を使用者に提供することができる。
【００２７】
　一方、本考案で得られる効果は、以上で言及した効果に制限されず、言及していない他
の効果は、下記の記載において、本考案が属する技術の分野における通常の知識を有する
者にとって明らかに理解されるだろう。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】図１は、一般的に使う楊枝の形状を示す。
【図２】図２ａ及び図２ｂは、本考案の一実施例により具現できる楊枝の正面図及び平面
図を示す。
【図３】図３ａ及び図３ｂは、本考案の楊枝に適用できるデンタルフロス部の一例を示す
。
【図４】図４は、本考案の楊枝に、デンタルフロス部を締結した実施例を示す。
【考案を実施するための形態】
【００２９】
　以下、図面を参照して、本考案の好適な１実施例について説明する。また、以下に説明
する一実施例は、実用新案登録請求の範囲に記載された本考案の内容を不当に限定するこ
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となく、本実施形態で説明される構成全体が、本考案の解決手段において必須とは言えな
い。
【００３０】
　一般に、楊枝は、歯牙の衛生と清潔のため、我々の日常生活に広く用いられ、便利で迅
速に歯牙の衛生を管理することができる方法の１つとして、便宜を提供している。
【００３１】
　図１は、一般的に用いる楊枝の形状を示す。
【００３２】
　図１に示しているように、従来の楊枝２は、長い一字状の棒状からなっており、端部に
形成された尖った部分を歯牙の間に挿入して、歯牙の間にある食物残渣などを除去する。
【００３３】
　しかし、このような一字状の楊枝は、口腔内側や奥歯まで届きにくく、清潔な歯牙管理
に難しく、これは、虫歯や歯牙疾患を誘発することとなっている。
【００３４】
　また、従来の楊枝は、歯牙の食べ物カスの除去にのみ効果的であり、歯垢や歯石の取り
除きが困難であるため、歯牙の清潔を維持することには限界があった。
【００３５】
　それで、本考案では、簡便で効率のよい歯牙の健康を増進させる楊枝を提案する。
【００３６】
　以下では、本考案が提案する楊枝について、具体的に説明する。
【００３７】
　図２ａ及び図２ｂは、本考案の一実施例によって具現できる楊枝の正面図及び平面図を
示す。
【００３８】
　図２ａ及び図２ｂを参照すると、本考案の楊枝５は、胴体１０と、折曲部２０と、凹凸
部３０と、締結部４０とを含む。但し、図２に示している構成要素が必須ではなく、それ
よりも多い構成要素を有するか、それよりも少ない構成要素を有する楊枝を具現すること
もできる。
【００３９】
　以下、前記構成要素について、順に説明する。
【００４０】
　胴体１０は、長さ方向に長い棒状からなり、つまみであって、指で把持する部分である
。特に、胴体１０は、把持の便宜のため、中間部分を厚く形成して、指で力を加えやすく
形成されている。
【００４１】
　胴体１０の一端には、折曲部２０が形成されており、その他端には、締結部４０が形成
されている。前記締結部４０を介して、凹凸部３０が胴体に結合される。
【００４２】
　また、胴体１０は、緩い上向き傾斜を形成することで、斜めに口腔内の歯牙の間に挿入
されて、食べ物カスを効率よく除去することができる。
【００４３】
　胴体１０の表面には、指が滑らず、把持し易くするために、ゴムを用いた複数の突出部
１２が形成されることができる。または、指で安定して把持するために、胴体１０の中間
部分をフラットに形成することができる。
【００４４】
　前記胴体１０の素材としては、ポリプロピレンやポリエチレンなどのような公知のプラ
スチック素材が用いられる。
【００４５】
　一方、折曲部２０は、胴体１０と一体として形成される。折曲部２０は、終端に行くほ
ど尖った形状からなり、折曲部２０の端面は、歯間への挿入のため、三角形断面の形状か
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らなる。
【００４６】
　折曲部２０の内部には空間が形成されており、本考案の楊枝５の使用に際して、外力に
よってその厚さが変わることがある。つまり、歯と歯の間隔が狭い箇所に楊枝５の折曲部
２０を差し入れると、折曲部２０内側の空間が押されながら、厚さが変化することになる
。
【００４７】
　それで、歯と歯の間の間隔が狭い箇所にも、歯茎を損傷することなく、効果的に食物残
渣などを除去することができる。
【００４８】
　このような楊枝５の折曲部２０は、終端一部の区間、例えば、終端から約５mm程度の区
間は、中身が満たされている三角形断面で形成され、使用に際して、折曲部２０の初期挿
入を容易にすることができる。
【００４９】
　また、折曲部２０は、曲線をなし、曲がった形状からなる。従来の一字状の楊枝におい
ては、接近し難かった口腔奥側の歯牙の食べ物カスの除去に適合した構造を有している。
【００５０】
　すなわち、折曲部２０は、胴体１０を使用者が手で握った状態で、奥歯のように口腔内
側に位置する歯牙間に容易に進入できるように傾斜して形成されて、口腔内側や奥歯の歯
間に挟まった食べ物カスをより効率よく除去することができる。
【００５１】
　前記折曲部２０は、両側面にバネのように撓んでから戻るような弾力性を有する材質か
らなることができる。
【００５２】
　これにより、不規則な歯と歯の間に挿入される場合、柔軟に撓んで歯と歯の間の隙間が
大きくなることを防止し、歯牙及び歯茎の損傷を防止することができる。
【００５３】
　特に、奥歯の間に差し入れる場合、挿入角度が不適で、むりやりに挿入されることで歯
牙や歯茎に損傷を起こす恐れがあるが、このような問題点を防止することができる。
【００５４】
　また、折曲部２０の端部には、歯間に挟まれた食物残渣などをブラッシング作用による
接触力で除去可能な複数のブラシが形成されることができる。
【００５５】
　前記ブラシは、歯茎や歯牙に損傷を与えないように弾力のある材質で形成され、折曲部
２０の端部に行くほど、ブラシの長さが次第に短くなるように形成される。
【００５６】
　一方、凹凸部３０は、フラット状からなり、従来の棒状の楊枝のように、むりやりに歯
牙の間に楊枝を差し入れることで、歯と歯の間の隙間が大きくなるという問題点を解消す
ることができる。また、容易に折れないように弾力をもって製造されて、歯牙や歯茎を保
護することができる。
【００５７】
　凹凸部３０は、歯間に挿入されるサイズと太さで形成され、歯間に挟まれた食物残渣な
どを、歯茎に損傷を与えることなく除去することができ、歯茎をマッサージする役目を果
たす。
【００５８】
　また、凹凸部３０の表面に突起３２が形成されており、この突起３２は、ゴム材質から
なる。前記突起３２は、複数形成されており、このような複数の突起３２を用いて、歯牙
に付着した歯垢や歯石を取り除くことができる。
【００５９】
　同様に、凹凸部３０も、両側面にバネのように撓んでから戻るような弾力性を有する材
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質からなることができる。 
【００６０】
　これにより、不規則な歯と歯の間に挿入される場合、柔軟に撓んで歯と歯の間の隙間が
大きくなることを防止し、歯牙及び歯茎の損傷を防止することができる
【００６１】
　一方、締結部４０は、前記胴体１０と前記凹凸部３０とを互いに締結することができ、
前記胴体１０や前記凹凸部３０を締結解除して、前記胴体１０や凹凸部３０を取り外すこ
とができる。
【００６２】
　一例として、締結部４０の両方内面には、雌ねじが形成され、胴体１０、凹凸部３０、
 及び図３аに示されているデンタルフロス部５０の一端には、雄ねじが形成されること
ができる。
【００６３】
　締結部４０の雌ねじと前記雄ねじの一つが時計回り又は反時計回りに回転して、締結が
行われる。締結が行われた後、前記方向とは反対方向に回転して、締結解除が行われる。
【００６４】
　他の一例として、締結部４０の両内面に凹溝を形成し、胴体１０、凹凸部３０、及びデ
ンタルフロス部５０の一端に凸な結合部を形成することができる。締結部４０に形成され
た溝と前記結合部の一つが互いに係合して、締結が行われる。
【００６５】
　前記締結が堅固に行われるように、凹溝には、外部に突出した固定突起を形成し、結合
部には、固定突起の形状に対応する凹突起を形成することができる。締結部４０に形成さ
れた溝に結合部が嵌合する場合、固定突起と凹突起が互いに噛合するため、締結が堅固に
行われる。
【００６６】
　また、締結部４０の表面には、指が滑らず、把持し易くする複数の突出部１２が形成さ
れることができる。
【００６７】
　一方、本考案の楊枝５は、通常の金型内部に合成樹脂原料を注入して成形する射出成形
で形成されることができる。このように合成樹脂類で形成される場合は、適切な弾性力を
保有することで、歯茎との接触に際して、痛症が発生する現象を減らすことができ、一回
使用後に捨てることなく、洗浄して再使用することもできる。
【００６８】
　また、本考案の楊枝５は、口腔構造に適合に設計され、簡単な構造を有しているため、
故障しない。また、使用及び生産が容易であり、安価で生産することができ、何回の使用
も可能である。
【００６９】
　以下では、本考案の楊枝の変形した実施例を説明する。
【００７０】
　図３а及び図３ｂは、本考案の楊枝に適用されるデンタルフロス部の一例を示す。図３
аを参照すると、デンタルフロス部５０は、デンタルフロス溝５１と、ブランチ５２と、
デンタルフロス５３と、キャップ５４とを含んで構成される。
【００７１】
　デンタルフロス部５０は、終端にＵ字状のデンタルフロス溝５１を有するブランチ５２
が設けられており、前記ブランチ５２には、デンタルフロス溝５１を横切るデンタルフロ
ス５３が固定されている。
【００７２】
　図３аに示しているように、ブランチ５２は、所定の距離離隔して一対が存在し、ブラ
ンチ５２の端部には、デンタルフロス５３を挿入するための溝が形成されており、挿入さ
れたデンタルフロス５３を固定するために、キャップ５４が設けられる。
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【００７３】
　デンタルフロス溝５１の反対側にあるデンタルフロス部５０の端部には、締結部４０と
締結又は締結解除される締結手段が形成されている。
【００７４】
　図３ｂを参照すると、本考案のデンタルフロス部５０に適用されるデンタルフロス５３
は、繊維糸５３аと、皮膜部５３ｂとからなる。
【００７５】
　繊維糸５３аは、引張力が強く、柔らかい絹糸やナイロン材質を選択的に用いることが
できる。
【００７６】
　皮膜部５３ｂは、薬草科植物であるペパーミント葉から抽出した強い薄荷香であるペパ
ーミント香を含有している。このようなペパーミント香は、頭をすっきりさせ、神経安定
作用をし、口内をいつも清凉にして、使用者の気持ちを爽快してくれることはもちろん、
殺菌効果による虫歯予防の効果もある。
【００７７】
　図４は、本考案の楊枝に、デンタルフロス部を締結した実施例を示す。
【００７８】
　本考案の楊枝５の締結部４０には、胴体１０と、凹凸部３０が互いに締結することがで
き、胴体１０と凹凸部３０の１つを締結解除し、図３аのデンタルフロス部５０をその代
わりに締結して使うことができる。
【００７９】
　図４は、締結部４０に結合されている凹凸部３０を締結解除し、凹凸部３０が締結され
た箇所に、デンタルフロス部５０を締結した本考案の実施例を示す。
【００８０】
　使用者の必要と性向により、歯牙の衛生を管理する手段が異なり、凹凸部３０よりは、
デンタルフロスを利用しようとする場合は、図４に示しているように、凹凸部３０を締結
部４０から締結解除し、デンタルフロス部５０を締結することができる。
【００８１】
　同様に、使用者が歯牙衛生を管理するために、先端部２０よりは、デンタルフロスを利
用しようとする場合は、先端部２０を締結部４０から締結解除し、その箇所にデンタルフ
ロス部５０を締結して、デンタルフロス部５０と凹凸部３０とを共に使うこともできる。
【００８２】
　このように、使用者は、自分が所望する歯牙管理手段を選択して結合することができ、
このように選択された楊枝５を簡便に携帯しながら、容易に歯牙の異物を除去して、歯牙
の衛生を効率よく増進させることができる。
【００８３】
　前述したように、本考案の楊枝によると、口腔の奥側に位置した歯牙の衛生管理にもよ
り効果的であり、歯垢や歯石の取り除きも可能であり、様々な歯牙衛生管理手段を選択的
に用いることができて効果的で、簡便に歯牙の健康を図ることができる。また、楊枝のデ
ンタルフロス部や凹凸部が共に備えられて、その使用を誘導することができるので、口腔
の健康をより増進させることができる。
【００８４】
　以上で説明された装置は、前記実施例の構成が限定して適用されることではなく、前記
実施例は様々な変形が行われるように、各実施例の全部又は一部が選択的に組み合わせし
て構成されることもできる。
【符号の説明】
【００８５】
　　５; 楊枝 
　１０; 胴体 
　２０; 折曲部 
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　３０; 凹凸部 
　４０; 締結部 
　５０; デンタルフロス部

【図１】

【図２ａ】

【図２ｂ】
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【図３ａ】 【図３ｂ】

【図４】
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